
5月下旬

委員会 分科会

第3回委員会6月下旬

7月上旬

11月中旬

1月下旬

・パブコメの結果
・全体のあらすじ
・スケジュール

第3回分科会（合同）

第４回分科会（合同）

ビジョン第1版（案）公表

・ビジョン目的の再共有
・LPの企画
・H20取り組みの確認

抱きしめて笑湖ハイ ヅカ

プレ・イベント
草レチック大会 自然観察ガイ ド

手前味噌作り野鳥観察会

1.4 2 3 5

・プロジェクトWET
・自然観察ガイド

夏のリーディングプロジェクト

・LPの振り返り・レビュー
・行動メニュー全体の意見交換①
・冬のLPの企画・準備

第５回分科会（合同）

秋のリーディングプロジェクト

2月中旬

3月中旬

第4回委員会

・これまでの取り組みの振り返り
・ビジョン第1版（原案）の全体について

の意見交換
・行動メニュー全体の意見交換②

・ハイヅカ湖地域ビジョン第1版（原案）
の内容についての意見交換

・今後の推進についての意見交換
・公表の確認

・参加者に送付
・パブリックコメント

（意見徴収）

ハイヅカ湖地域ビジョンWEBで公開

6

ビジョン策定に向けた今後の流れ（案）

先行実施プロジェクト

冬のリーディングプロジェクト

6月27日開催

7月8日開催

笑湖プラント
実験

11月25日開催

(本日)

2月下旬

１
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ビジョン第1版策定4月



ハイヅカ湖地域ビジョンのこれまでの振り返り①

■H19年度の取り組み

ハイヅカ湖地域ビジョンは、地域の重要な資源の一つである灰塚ダム・ハイ
ヅカ湖を中心に、灰塚ダムによって生まれた資源を活かした「笑湖(エコ)ハイヅ

カ～人と自然が元気で笑顔があふれる湖域づくり～」を目指し、ハイヅカ湖地
域の自立的・持続的な活性化を図り、今後の中山間地域をリードすべく、ハイ
ヅカ湖地域の住民、行政、広域的な有志等、多様な人々がそれぞれの機能を活
かして参画し、自主・自律したパートナーとして相互に連携・協力しながら、
実行、実現を図ることを目的としています。

■ハイヅカ湖地域ビジョンの目的

①ハイヅカ湖地域ビジョン推進委員会及び分科会による想いの共有

年月日 事柄 概要

平成19年
11月29日

灰塚ダム水源地域ビジョ
ン準備会

灰塚ダム水源地域ビジョンの進め方について、地域
有志の方々による意見交換を実施。

平成19年
12月19日

ハイヅカ湖地域ビジョン
推進委員会①

「ハイヅカ湖地域ビジョン」の名称及び趣意書を決定。
また分科会のテーマについても承認。

平成20年
1月28,31日

ハイヅカ湖地域ビジョン
分科会①

６つのテーマによる分科会を開催。地域の魅力や課
題、将来像等について意見交換を実施。

平成20年
2月13日

ハイヅカ湖地域ビジョン
分科会②

合同で分科会を開催。第1回分科会を踏まえ、分科
会の目標や取り組みについて意見交換を実施。

平成20年
2月29日

ハイヅカ湖地域ビジョン
推進委員会②

分科会での意見交換を基本として基本方針案につ
いて協議。事務局にて修正後、公表することを承認。

平成20年
3月

基本方針（試行版）公表 ハイヅカ湖地域ビジョン試行版を公表。

・ハイヅカ湖地域の魅力・課題・将来像等について意見交換
・各分科会にて自らができることについて意見交換・発表

ハイヅカ湖地域ビジョン基本方針（試行版）としてとりまとめ・公表

②ハイヅカ湖地域ビジョン基本方針（試行版）の公表

２



第5回ビジョン合同分科会

■平成20年度の取り組み

目標：ハイヅカ湖地域ビジョン（第１版）の策定

①基本方針＋具体的な行動メニュー（計画）＋役割分担
②PDCAサイクルによる取り組みのためのレビュー計画

リーディングプロジェクト（LP）の試行

各分科会でやってみたいと提案があったプロジェクトについて、実
際に実行してみることで、その実現性・継続性・経済性等について
確認するとともに、その結果を踏まえて、ビジョンの具体的な行動
メニューを考える。

大谷地区ガードレールのデザインペイント

ハイヅカええと湖探し

空心菜笑湖プラント

「抱きしめて笑湖ハイヅカ」

健康・福祉のマップづくり

ウェットランド団による環境学習（笑湖楽校）

ハイヅカ湖地域ビジョンWEB

本年度は、リーディングプロジェクトを重ね、中長期的な地域の行動
計画となる「ハイヅカ湖地域ビジョン（第1版）」を策定し、平成21年度よ

り本格実施へと移行する。

※今後、適宜、進捗状況により見直し、第2版、第3版と更新していく予定

ハイヅカ湖地域ビジョンのこれまでの振り返り②

３

ハイヅカ湖地域ビジョン第1版(原案)についての協議

・全体について
・各取り組みメニュー、実施スケジュール、レビュー計画などについて

2/10 2/10 本日本日


